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商工
春
秋

銘板除幕風景

２　「青年部・女性部連合会」総会、青年部・女性部「先
進的・独創的な事業」を募集

３　経営のお得なお話！経営支援シリ－ズ①、北陸三県
縦断ビジネスチャンス創出プロジェクト「とやまビ
ジネスドラフト」

４　「企業の魅力度調査」にご協力をお願いします、景況
情報、商工会の決算公告システム

５　日本銀行金沢支店長 来会、「マル経融資制度」をご
利用下さい

６　元気推奨優良店 富山県町村会長賞（とこや政＆ここ
ろ）

７　富山県中小企業大学 研修案内
８　「商業振興施策」の紹介及び募集、雇用保険改定、お

知らせ、イベント

あいさつする林新会長

4月1日 「小矢部市商工会」 が誕生！
　小矢部・津沢商工会が合併し「小矢部市商工会」が誕生。同日、発足式が開催され、
新たなスタートをきった。

　

小
矢
部
と
津
沢
の
二
商
工
会

が
合
併
。
式
に
は
行
政
や
県
連

合
会
及
び
両
商
工
会
の
関
係
者

ら
約
五
十
名
が
出
席
し
、
林
説

則
新
会
長
が｢

新
商
工
会
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
会

員
企
業
へ
の
巡
回
を
通
じ
経

営
支
援
を
徹
底
し
、
両
地
域
の

商
工
業
の
発
展
や
地
域
振
興
に

努
め
会
員
満
足
向
上
運
動
を
推

進
し
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
桜

井
小
矢
部
市
長
、
石
澤
県
連
合

会
長
ら
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
新

商
工
会
の
誕
生
を
祝
っ
た
。
式

に
先
立
ち
商
工
会
館
に
取
り
付

け
ら
れ
た
新
商
工
会
名
の
銘
板

除
幕
が
行
わ
れ
た
。
会
員
数
は

一
〇
六
七
名
。

新
年
度
が
始

ま
り
早
一
ヶ

月
、
厳
し
い
就
職
戦
線

を
勝
ち
抜
い
た
新
入
社
員
も
よ

う
や
く
落
ち
着
く
頃
と
思
わ
れ

ま
す
▼
今
年
の
新
入
社
員
の
タ

イ
プ
は
「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
は
長
け

て
い
る
が
、
人
と
の
直
接
的
な

対
話
に
な
れ
て
い
な
い
。
性
急

な
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
と
、

直
前
ま
で
心
の
《
バ
ー
》
が
開

か
な
い
“Ｅ
Ｔ
Ｃ
型
”で
、
会

社
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
接
す
る

こ
と
が
必
要
」《
日
本
生
産
性

本
部
》
だ
そ
う
で
す
▼
世
界
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
今
、

単
純
作
業
的
仕
事
は
、
高
賃
金

国
か
ら
低
賃
金
国
へ
流
れ
て
い

く
雇
用
の
大
競
争
時
代
で
す
。

高
い
付
加
価
値
を
持
っ
た
人
材

が
求
め
ら
れ
「
問
題
解
決
能
力
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
」「
Ｉ

Ｔ
活
用
能
力
」「
英
語
力
」
が
絶

対
不
可
欠
と
す
る
見
識
が
、
正

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
▼
商
工
会
で
は
「
富
山
県

中
小
企
業
大
学
」
を
毎
年
開
講

し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

内
容
で
好
評
を
得
て
い
る
こ
と

か
ら
、
幹
部
の
経
営
力
向
上
や
、

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
ぜ

ひ
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
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女
性
部
連
合
会
総
会

～
女
性
部
全
国
大
会
（
富
山
大

会
）
の
準
備
の
年
。
全
国
へ
富

山
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
～

　

夏
野
会
長
が
「
女
性
部
全
国
大

会
の
平
成
二
十
三
年
度
の
実
施
が

決
定
し
、
本
年
度
は
準
備
の
年
と

位
置
付
け
、
全
国
へ
富
山
の
す
ば

青
年
部
連
合
会
総
会

～
経
営
知
識
の
更
な
る
習
得
を

目
指
す
～

　

宮
窪
会
長
は
、
二
十
一
年
度
に

実
施
し
た
全
国
大
会
富
山
大
会
の

運
営
協
力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を

述
べ
「
二
十
二
年
度
は
真
価
が
問

わ
れ
る
年
と
な
り
全
国
か
ら
も
注

目
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
に
加
え
、
経
営
知

識
の
更
な
る
習
得
な
ど
五
項
目
を

重
点
目
標
と
し
た
平
成
二
十
二
年

度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、森
敦
史
さ
ん（
上

市
町
）、
山
田
賢
さ
ん
（
富
山
市

八
尾
山
田
）、中
河
公
伸
さ
ん
（
南

砺
市
）
に
対
し
柳
川
賞
の
表
彰
授

与
が
行
わ
れ
た
。

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
宮
窪
大
作
会
長
）
と
同
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
の

平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会
が
四
月
二
十
八
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下

の
両
部
員
約
百
五
十
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

ら
し
さ
を
女
性
部
か
ら
発
信
し
た

い
」
と
挨
拶
。

　

全
国
大
会
準
備
委
員
会
の
開
催

や
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
（
茨

城
大
会
）
へ
は
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
大

勢
の
部
員
で
参
加
す
る
こ
と
な
ど

の
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
等

が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
終
了
後
、
両

部
の
執
行
部
を
代
表
し
て
宮
窪
・

夏
野
両
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
こ

の
後
、
来
賓
の
石
澤
義
文
県
商
工

会
連
合
会
長
、
上
田
順
子
県
商
工

労
働
部
次
長
よ
り
「
青
年
部
の
全

国
大
会
を
終
え
た
後
、
女
性
部
が

全
国
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
青
年
部
が
得
た
実
積

を
女
性
部
大
会
に
活
か
し
て
い
た

だ
き
、
青
年
部
女
性
部
が
協
力
し

て
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
大
会
を
作
っ
て

欲
し
い
」
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
平

成
二
十
二
年
度
「
元
気
な
商

工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
実
施
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し

て
い
る
。
所
属
青
年
部
女
性

部
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る

条
件
を
満
た
せ
ば
、
支
部
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も

可
能
。

　

提
案
さ
れ
た
企
画
の
中
か

ら
先
進
性
、
独
創
性
の
観
点

か
ら
審
査
さ
れ
、
助
成
案
件

が
決
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
事
業
は
平
成

十
八
年
度
よ
り
提
案
公
募
型

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
二
十
七
事
業
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。

　

応
募
要
件
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

青
年
部
・
女
性
部

先
進
的
・
独
創
的
な

　
　
　

 

事
業
を
募
集

青
年
部
・
女
性
部
の

支
部
単
位
で
も

応
募
可
能

平
成
二
十
二
年
度 

「
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
総
会
」を
開
催

女性部全国大会（富山大会）
への決意を述べる夏野会長

「柳川賞」を受けられた皆さん
左から中河さん、山田さん、宮窪会長、森さん
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小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
そ
し
て

製
造
業
の
現
場
に
は
、
電
気
で
稼

働
す
る
業
務
用
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
そ
の

稼
働
状
況
を
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　

電
気
料
の
契
約
は
年
間
を
通
じ

て
最
高
に
使
用
さ
れ
た
電
力
量
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
業
務
量
を
平
準
化
す
れ

ば
、
電
気
の
使
用
量
は
年
間
を
通

し
て
フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
事
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
夏
や
冬
に
は
空
調
の

関
係
で
電
気
代
が
跳
ね
上
が
り
ま

す
。
そ
の
際
に
空
調
機
器
以
外
の

設
備
の
電
力
量
を
抑
え
る
事
が
電

気
代
節
減
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
月
、
年
の
生
産
計
画
の
精
度

を
高
め
て
、
業
務
の
平
準
化
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
高
に
使

用
さ
れ
る
電
力
量
が
い
つ
の
時
点

か
を
確
認
し
、
そ
の
原
因
を
追
及

　

県
商
工
会
連
合
会
は
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
「
省
エ
ネ
簡
易

診
断
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
事
業
所
が
得
を

し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

す
る
事
で
、
電
気
の
基
本
契
約
料

金
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
新
設
の
事
業
所
に
よ
く

あ
る
の
で
す
が
、
業
務
用
機
器
の

全
て
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た
事
を
想

定
し
た
、
契
約
電
力
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の

使
用
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
契

約
電
力
に
す
る
事
で
、
労
せ
ず
し

て
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
自
社
の
現
状
を
確
認

さ
れ
て
、
企
業
と
従
業
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
省
エ
ネ
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
地
球
の
温
暖
化
防

止
と
い
う
社
会
的
な
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
、
自
社
の
経
営
の
改
善

も
図
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

省
エ
ネ
診
断
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
近
く
の
商
工
会
に
お
申
込

下
さ
い
。

立山アルペン倶楽部　会員募集中！
入会金：2,000円（税込）　有効期間：入会年を含む3シーズン（11月30日まで）
運賃割引、ご宿泊やレストラン・売店での割引など特典つき！

〔お申込み・お問い合わせ〕 立山黒部貫光㈱運輸業務部内「立山アルペン倶楽部」事務局
　　　　　　　　　　　　  TEL 076-441-3000　http://www.alpen-route.co.jp/

経
営
の
お
得
な
お
話
！ 

経
営
支
援
シ
リ
ー
ズ
①

　

そ
の
商
談
会
は
「
北
陸
三
県
縦

断
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
地
域
や
団

体
の
枠
を
越
え
て
会
員
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
、
富
山
、
石
川
、
福

井
の
三
県
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
北
陸

三
県
を
合
わ
せ
た
会
員
企
業
数
は

九
万
社
を
越
え
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
計
画
で

は
、
石
川
県
の
「
か
な
ざ
わ
商
談

会
」
が
八
月
、
福
井
県
の
「
ふ
く

い
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
は
十
一

月
、
富
山
県
の
「
と
や
ま
ビ
ジ
ネ

ス
ド
ラ
フ
ト
」
は
翌
二
十
三
年
三

月
の
開
催
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
商
談
会
は
成
果
を
上
げ

や
す
く
す
る
た
め
、
参
加
企
業
の

ニ
ー
ズ
を
事
前
に
調
整
し
て
商
談

を
予
約
制
で
行
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
ド

ラ
フ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
採

用
す
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
と
は
、
取

引
を
希
望
す
る
企
業
を
事
前
に
指

名
し
て
商
談
す
る
完
全
予
約
型
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
で
、

具
体
的
に
は
事
務
局
が
エ
ン
ト

リ
ー
企
業
に
参
加
企
業
リ
ス
ト
を

公
開
。
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
は
商
談

希
望
企
業
を
選
び
申
し
込
む
。
そ

し
て
事
務
局
が
マ
ッ
チ
ン
グ
調
整

を
行
い
、
双
方
が
合
意
す
れ
ば
商

談
会
当
日
に
商
談
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
と
し
て
は
、

初
の
北
陸
三
県
の
商
工
団
体
が
連

携
し
て
の
本
商
談
会
に
企
業
支
援

の
一
助
に
な
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
が
実
施
し
て
い

る
事
前
予
約
型
商
談
会
「
と
や
ま
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
」
事
業
に
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
連
携
し
、
会
員
企
業
の
新
規
受
注
や
販
路
拡
大
な
ど

商
取
引
の
活
性
化
支
援
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

北
陸
三
県
縦
断
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
と
や
ま
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
」

県
商
工
会
連
合
会
も
連
携

「
と
や
ま
ビ
ジ
ネ
ス
ド
ラ
フ
ト
」

県
商
工
会
連
合
会
も
連
携

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、経
費（
光
熱
費
等
）を
削
減
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
も
な
り
、社
会
貢
献
。
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中
小
企
業
の
景
況 

十
二
・
九
ポ
イ
ン
ト
改
善
！

景
況
情
報　

一
～
三
月
期

昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可 平成 22 年 2 月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.416

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●
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保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　
決
算
公
告
は
、
企
業
規
模
や
株

式
の
公
開
・
非
公
開
の
区
分
、
機

関
設
計
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
株
式
会
社
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す（
会
社
法
第
四
四
〇
条
）。

　
従
来
、
決
算
公
告
は
新
聞
や
官

報
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
費
用
負
担
は
数
万
円
〜
百
数

十
万
円
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
現
行
の
会
社
法
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

決
算
公
告
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
の
決
算
公

告
は
、
低
予
算
で
公
開
で
き
る
の

で
、
お
勧
め
で
す
。

　
実
施
方
法
は
、商
工
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
〇
〇
万
会

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
い
小
規

模
事
業
者
に
も
、
決
算
公
告
の
機

会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
決
算
公
告
掲
載
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
小
企
業
の
景
況  

五
・
二
ポ
イ
ン
ト
改
善
！

景
況
情
報
　
十
〜
十
二
月
期

　
高
岡
市
商
工
会
は
昨
年
四
月
、

戸
出
・
福
岡
・
中
田
の
三
商
工
会

が
合
併
し
て
発
足
し
、
会
員
数
は

約
千
百
名
。
本
部
を
戸
出
に
置
き
、

旧
商
工
会
は
そ
れ
ぞ
れ
支
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
大
会
は
会
員
同
士
の
交
流
や
情

報
交
換
な
ど
を
通
じ
、
お
互
い
の

「
絆
（
き
ず
な
）」
を
深
め
、
地
域

の
枠
を
超
え
た
商
工
会
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
、
そ
し
て
会
員
や
地

域
か
ら
今
ま
で
以
上
に
支
持
さ
れ

る
商
工
会
を
目
指
し
開
催
し
た
も

の
で
あ
る
。

　「
記
念
講
演
会
」
に
は
講
師
に
早

稲
田
大
学
大
学
院 

公
共
経
営
研
究

科
教
授
で
元
三
重
県
知
事
の
北
川

正
恭
氏
を
迎
え
「
新
し
い
時
代
の

政
治
と
地
域
の
自
立
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
っ
た
。

　「
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
石
澤
会

長
は
「
商
工
会
は
合
併
を
機
に
、

会
員
の
加
入
促
進
と
巡
回
訪
問
の

徹
底
に
よ
る
一
層
の
経
営
支
援
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
会
員
並
び
に

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
た
い
」
と
開
会
挨
拶
。

　
そ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会

役
員
功
労
の
表
彰
状
伝
達
、
高
田

高
岡
市
副
市
長
・
盤
若
高
岡
市
議

会
議
長
よ
り
の
来
賓
祝
辞
が
行
わ

れ
、
井
村
県
議
会
議
員
の
発
声
で

乾
杯
。

　
出
席
者
は
津
軽
三
味
線
の
演
奏

会
な
ど
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
懇
談
し
た
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
地
区
内

の
物
産
紹
介
や
即
売
会
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。

　
高
岡
市
商
工
会
は
一
月
二
十
五
日
、
高
岡
市
ふ
く
お
か
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
二
百
七
十
名
の
出
席
の
も
と
、
合
併
後
初
め
て

の
「
会
員
交
流
大
会
」
を
開
催
し
た
。

会
員
や
地
域
か
ら
今
ま
で
以
上
に
支
持
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て
！

高
岡
市
商
工
会「
会
員
交
流
大
会
」を
開
催

高
岡
市
商
工
会「
会
員
交
流
大
会
」を
開
催「交流パ－ティ－」で開会挨拶する石澤会長

年
間
掲
載
料  

三
，一
五
〇
円（
税
込
）

※
な
お
、商
工
会
員
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
に
つ
き
、初
年
度
は
無
料
。

一
〇
〇
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　総務課
（TEL076-441-2716）

各
種
中
小
企
業
支
援
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
企
業
の
魅
力
度
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

平
成
二
十
二
年
度
、
県
商
工
会
連
合
会
は
新
規
事
業
と
し
て
、

県
内
商
工
会
地
区
（
五
月
～
十
月
は
富
山
市
北
・
立
山
舟
橋
・

高
岡
市
商
工
会
）
の
全
事
業
所
の
魅
力
を
調
査
す
る
「
企
業
の

魅
力
度
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
五
人

の
調
査
員
を
採
用
し
、
調
査
に
必

要
な
研
修
を
行
っ
た
後
、
商
工
会

に
配
置
、
企
業
の
基
本
情
報
（
商

品
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
調
査

し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
が
無
料
で
提

供
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

「
一
〇
〇
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
利
用
を
各
事
業
所
に
奨
め
、
調

査
員
等
が
基
本
情
報
を
基
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
行
い
、
県
内

外
に
情
報
発
信
す
る
事
で
、
各
事

業
所
の
事
業
機
会
の
拡
大
を
支
援

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
富
山
県
の
支
援

を
受
け
、
地
域
の
商
工
業
者
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
事
業
所

及
び
企
業
の
事
業
概
要
等
を
商
工

会
別
に
明
ら
か
に
し
、
各
種
中
小

企
業
支
援
策
に
反
映
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
所
の
皆
さ
ま
か
ら
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
基
本
情
報
を
基
に
左

記
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

一
．
地
域
商
工
業
の
実
態
を
把
握

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
役

立
て
る

二
．
企
業
間
の
連
携
、
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
事
業
機
会
の
拡
大

に
役
立
て
る

三
．
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た

専
門
家
派
遣

　

な
お
、
調
査
員
が
皆
様
の
事
業

所
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
本
調
査

に
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
種
中
小
企
業
支
援
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
企
業
の
魅
力
度
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め
た

一
～
三
月
期
の
景
気
動
向
調
査
に

よ
る
と
、
本
県
商
工
会
地
域
中
小

企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（「
好
転
」

―

「
悪
化
」
企
業
割
合
の
差
）
は
、

前
回
調
査
（
十
～
十
二
月
）
に
比

べ
十
二・九
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ

ナ
ス
三
十
八・七
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
は
製
造
業
が
五・
二

ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス

四
十
八・
三
、
小
売
業
が
十
五・
一

ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス

五
十
四・
一
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

九・三
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス

四
十
一・八
と
な
っ
た
。
一
方
、
建

設
業
が
八・二
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
マ

イ
ナ
ス
二
十
九・六
の
調
査
結
果
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
次
期
（
四
～
六
月
）
に

つ
い
て
は
、
今
期
と
比
べ
二・一
ポ

イ
ン
ト
の
改
善
を
予
測
し
て
い
る
。
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小規模事業者の方々の
　　資金繰りを支援します

（小規模事業者経営改善資金貸付）

「マル経融資制度」をご利用下さい！「マル経融資制度」をご利用下さい！「マル経融資制度」をご利用下さい！

現在、設備資金については、特例制度により当初２年間の貸付利率が

0.5％（年利）引き下げとなります。

＊商工会が審査会を経て借入推薦し、日本政策金融公庫国民生活事業が審査の上、融資決定します。
＊融資の申込には商工会の経営指導を受けている、１年以上事業を行っているなど一定の要件があります。
　詳しくは最寄りの商工会にご相談下さい。

マル経融資制度
の特徴

マル経融資制度
の特徴

マル経融資制度
の特徴

融資限度額は？

返済期間は？　　　

担保・保証人は？

利率は？

１,５００万円

運転資金　７年以内（据置期間１年以内）
設備資金　１０年以内（据置期間２年以内）

不要です（本人保証も不要です）

１．95％（平成２２年４月28日現在）
＊最新の利率は商工会にご確認下さい。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

四
月
九
日
、
味
岡
桂
三
日
本

銀
行
金
沢
支
店
長
、
水
上
誠
一

同
富
山
事
務
所
長
が
、
県
商
工

会
連
合
会
に
石
澤
会
長
を
訪
ね

懇
談
を
行
っ
た
。

　

そ
の
懇
談
の
中
で
石
澤
会
長

は
「
政
府
の
緊
急
経
済
対
策
な

ど
の
効
果
も
あ
り
、
景
況
は
上

向
き
始
め
て
い
る
が
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
で
は
、
そ
の
実

感
は
乏
し
い
。
た
だ
、
そ
れ
は

心
理
的
な
部
分
も
あ
り
、
も
う

少
し
元
気
を
出
し
て
明
る
い
面

を
見
て
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
引
き

続
き
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
要
望
し
た
。

　

味
岡
支
店
長
か
ら
は
「
私
ど

も
で
も
景
況
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
全
般
的
な
企
業
業
績
は
上

向
い
て
い
る
。
二
番
底
の
懸
念

は
払
拭
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
だ
経
営
者
は
慎
重

で
新
た
な
投
資
的
な
事
業
展
開

は
進
展
し
て
い
な
い
。
日
本
銀

行
と
し
て
も
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
支
援
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

〜
味
岡
桂
三
日
本
銀
行
金
沢
支
店
長 

来
会
〜

〜
味
岡
桂
三
日
本
銀
行
金
沢
支
店
長 

来
会
〜

左から石澤義文県連合会長、味岡桂三日銀金沢支店長、水上誠一日銀富山事務所長
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 平成21年度商工会元気推奨優良店　富山県町村会長賞

とこや政＆こころ　店主　上田　政治
住所／富山県下新川郡入善町下飯野１３６−２　電話／０７６５−７６−０３９０
営業時間／9：00 〜19：00 　定休日／毎週月曜日＆第１・第３日曜日

お客様の美容とからだ・こころの
　　　　 健康をトータルサポート

に経営理念を掲げました。理念の一部「３つのＣ
の実行」を紹介します。
　Ｃｒｅａｔｉｖｅ・・・・創造
　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ・・・挑戦
　Ｃｈａｎｇｅ・・・・・変化
　「変化する事を恐れず、常に挑戦し、創造性豊か
な仕事をします」
　これからも感謝の気持ちを忘れずに日々精進し、
老若男女すべてのお客様に喜んでもらえるサービス
を行い、さらなる大海へ船を進めて行きます。ヨー
ソロー !!

　「何やってるんだバカヤロー！やめちまえ !!」兄弟
子の怒号が鳴り響く。あれから早くも１８年。幾多
の苦難を乗り越えて、平成１７年７月に『とこや政』
をオープンしました。
　オープン前、妻に「他とは違うお店にしたいんだ。
協力してほしい」と説得し、妻は足ツボマッサージ
の資格を取得しました。こうして理容と足ツボマッ
サージの二本柱で船出し、カットで喜んでもらえる
ことはもちろん、クイックマッサージや足ツボマッ
サージ、ヘッドスパのコース等も設け、癒しにも力
を入れています。お陰様でお客様や周りの人々に支
えられ大海原を進んで来ました。
　ある日、知人より「ＹＯＳＡ（ヨサ）って知ってる？
一度試しに来て見ない？」と誘われ体験に行く事
にしました。「ＹＯＳＡとは、ただ座っているだけで
全身から汗が出て、デトックスされる全身エステな
んだよ」と知人に説明されたのですが、「何じゃそ
りゃ・・うさんくさ！」最初はそう思っていました。
私は45分コース、妻は60分コースで体験しました。
60分後・・・妻の変化に驚きました。肌はスベスベ、
体脂肪は下がり、腰痛持ちの妻が「腰が軽くなった。
全身から汗が出て気分もスッキリした」と。私は「こ
れだ!!」と思い、すぐに導入致しました。ある人は3ヶ
月で７㎏のダイエットに成功しました。しかもサプ
リメントや食事制限無しで、あれから数年たちます
が、リバウンドもなく、腰痛はやわらぎ、毎日楽し
そうにしています。
　ＹＯＳＡを導入し、店名を『とこや政＆こころ』に
変更し、地域住民に貢献し地域№１店を目指す為

←入善 道古信号

下飯野信号

●水公園
●イダ
工業

●観音湯

●芦崎
保育所

県道 高畠信号

R8 上飯野信号 黒部→

●
嶋
田
医
院

黒
部
川とこや政
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期　　日 研　　修　　科　　目

管

理

能

力

７月６日(火)    
開講式・オリエンテーション

自己紹介、説得力の向上と
コミュニケーションのとり方

７日(水) 変革期に求められるリーダーの考え方・役割

８日(木) 部下の指導・育成のすすめ方

13日(火) 問題発見と解決法
交流会　　　　　　　　　　　  （宿泊研修）

14日(水) 現状分析と課題設定
～自己目標設定と行動計画の策定～

経
営
基
本
管
理

27日(火) 経営に生かす知的所有権
～特許･商標のとり方･生かし方～

28日(水) 知っておきたい税務知識あれこれ

８月18日(水) これだけは知っておきたい法律知識
～契約､手形､小切手､債権､債務､担保～

19日(木) 変貌する環境とリスクマネジメント
～リスクを見直して強い社内体制づくり～

労
務
管
理

25日(水)
日本型成果主義賃金・人事評価確立をめざして
目標達成のマネジメントと人材マネジメント

26日(木)

期　　日 研　　修　　科　　目
経
営
基
本
管
理

９月10日(金) マネジメントゲーム
～模擬経営体験～
　　　　〈電卓持参〉　　　　  (宿泊研修)11日(土)

財
務
管
理

27日(月) 財務分析の手法とその活用法
(財務管理の基礎)
～ケーススタディ～28日(火)

販
売
管
理

10月５日(火) 新時代のマーケティングと販売管理
経営戦略の立て方と顧客満足経営６日(水)

財
務
管
理

26日(火) 経営把握のための計数管理
　利益計画･資金計画･原価管理
　・設備投資計画の立て方　〈電卓持参〉　 27日(水)

総

合

研

修

11月4日(木) 経営戦略計画の策定
～ケーススタディ～5日(金)

16日(火) 経営実態・自社経営分析
～ケーススタディ～　　　　 （宿泊研修）17日(水)

25日(木)

研修成果と行動プラン策定、まとめ
～創造性を生かした企画･提案書のまとめ方～
修了式
懇談会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成22年度　富山県中小企業大学

研 修 ご 案 内 〜経営環境の変化に対応できる経営者・管理者を目指して〜

●長期コ−ス　マネジメント能力開発研修カリキュラム

※日程、内容等については、講師等の都合により変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

●短期コ−ス　研修カリキュラム
＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
リーダー養成コース①
リーダーシップとコミュニケーション
＜日程＞　６月８日・９日・22 日・23 日（４日間）
＜主な内容＞
１．変化する時代のリーダーシップ
２．チームワークとリーダーシップ
３．効果的な部下育成
４．問題解決と目標管理
５．効果的な職場のコミュニケーション
６．表現力の向上を目指して
７．顧客満足とクレーム対応
８．時代の変化に対応できるリーダーとして

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
リ−ダ−養成コ−ス②
女性リーダーのためのステップアップ講座　
＜日程＞　6 月 17 日・18 日 （２日間）
＜主な内容＞
１．期待される女性リーダーの役割
２．職場におけるコミュニケーション　　　　
３．チームメンバー指導育成のためのリーダーシップ
４．問題解決の進め方
５．アクションプランの作成

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
営業力強化コース①
パワフルな営業部隊のつくり方
＜日程＞　７月 21 日・22 日　８月２日・３日 ( ４日間 )
＜主な内容＞
１．マネージャーに必要とされる能力とスキル
２．効果的なセールスマネジメントの進め方
３．商談成功のプロセスと提案型営業スキルアップ
４．強いチーム作りと部下の指導・育成
５．部下への動機付けとやる気を引き出すコミュニケーションスキル
６．相手をやる気にさせるコーチングスキル

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
人材育成・労務管理コース
成果主義時代の人材マネジメントと組織活性化
＜日程＞　８月 25 日・26 日 ( ２日間 )
　　　　　＊マネジメント能力開発コ−スと合同研修
＜主な内容＞
１．日本型成果主義賃金・人事評価制度の確立
２．目標達成の人材マネジメントと組織活性化

＊生産性向上コ−ス①（９月）・営業力強化コ−ス②（10 月）・高収益ビジネスのための財務分析コ−ス（10 月）・生産性向上コ−ス②（２
月）・中小企業の経営戦略コ−ス（２月）については、後日あらためて詳細をお知らせします。

　＜お問い合せ先＞　富山県商工会連合会　広域指導課
　　　　　　　　　　住所／富山市赤江町１番７号　TEL／076（441）2716　FAX／076（433）8031
　　　　　　　　　　URL ／ http://www.shokoren-toyama.or.jp/~daigaku/
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商店街の活性化にむけた取組みを市町村と連携して応援します。
１　商店街ファミリーわくわく元気支援事業
　　 家族連れの来街を促す事業を実施する商店街を支援します。
　　 ◎イベントなどの経費
　　 　補助金額　対象経費の 2/3 以内（上限 200 万円）
２　がんばる商店街支援事業
　　 商店街の魅力や集客力アップのための取組みに助成します。
　　 ◎イベントや施設整備などの経費
　　 ◎省エネ・エコの推進や地域福祉の充実等に結びつく、商店街活性化事業に必要な経費
　　 　補助金額　対象経費の 2/3 以内（上限 4,000 万円）
３　チャレンジグループサポートモデル事業
　　 商店街の活性化に取り組むグループを支援します。
　　 ◎グループで取り組む事業の経費
　　 　補助金額　対象経費の 2/3 以内（上限 100 万円）

【応募要領、お問い合わせ】県商業まちづくり課（TEL 076−444−3253）

ふれあい青空市「やまだの案山子」

津沢夜高あんどん祭

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

第５０回薬師岳夏山開き登頂会

第３回なんと！いい百縁商店街

花菖蒲祭り

市姫さんど

仁歩ほたる祭り

６月 水曜・土曜・日曜

６／４（金）～５（土）

６／１２（土）

６／１２（土）･２６（土）

６／１２（土）～１３（日）

６／１２（土）

６／２０（日）

６／２０（日）

６／２６（土）

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

小矢部市商工会津沢支所

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

大山観光協会

南砺市商工会福光事務所

小矢部市商工会小矢部支所

上市町商工会

ほたるの館

076-457-2333

0766-61-2356

076-455-3181

076-454-5138

076-481-1900

0763-52-2038

0766-67-0756

076-472-0716

076-458-9111

イベント名 開 催 日 お問合せ先

６月月各地の

高
品
質
で
美
味
し
い
富
山
米
を
消
費
者
に
届
け
よ
う
!!
「
５
月
15
日
を
中
心
と
し
た

  

田
植
え
の
実
施
」に
ご
協
力
を

富山県からの
お知らせ 商業振興施策の紹介及び募集

雇用 保険が変 わります！雇用 保険が変 わります！

事業の種類

一般の事業

農林水産清酒
製造の事業

建設の事業

平成22年度
保険料

15.5/1000

17.5/1000

18.5/1000

事業主負担率
9.5/1000

10.5/1000

11.5/1000

被保険者負担率
6/1000

7/1000

7/1000

■雇用保険料率の改定 ■雇用保険の適用範囲が拡大
　短時間・派遣労働者の方の雇用保険の適用範囲が拡大（下線部分が改定）

（注）4月1日以前から引き続き雇用されている方は、4月1日時点において、
　　31日以上の雇用見込みがある場合には、加入していただくことが必要

○31日以上の雇用見込みがあること
○１週間当たりの所定労働時間が20時間以上であること

適用時期：平成22年4月1日～


